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l日石器時代の調査（令ガら12000年以上前）
経ビさ さ^ 廷つさ

巨石と旧石器

派の穴迫跡の丘のl此J::カら赤城
山乃面を写したもので弓。

この丘のI頁上には以前力ら大さ
な石ガあつたことガ知られていま

し／こ。澁百の結果、この巨石の回

りには令力ら2万年以上前のI曰石
緊時代の迎跡ガあることガ分力り

さしだ。

市内で1日石郡時代の追~IJ]iガ確認
されに例は数えるほどし力なく、

大変白屯な発見となりよしたo

い0111ブ

岩陰の遺跡

丘の上刀ら南に向けて18石梁時

代の辺跡を写したものて百。

品吾区の中に小 さい土の柱のよ

うはものガ残されていますガ、そ

の場所力ら！日石苓ガ発見されまし、

た。 9日石溶のほとんどは大石を背

1こした南側で見つ力つてあり、当

時の人々は百で1こ巳当／こり ・風向

さなどの自然条件を知りつくして

仕まいを選んでいたことガ分力り

さ弓o

発見されだ石器

旧石器は全部で 128点発貝され

ました。ほとんとガ石綿を作ると

さのカケラでしたt:J、ナイフ形石
茎（勅物の解体叩こ使用） mo点、
キリ形石季（毛皮などに穴をあけ

る迎兵）t:J 1点の外、使用された
と忠われる石認誌点兒つか筵

したo

発見された所の上を哉べた結果、

古いものでは、会力ら約2万 1干
汗以上も前のものであることt:J分
かりましたo
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縄文時代の調査（令ガら12000年-2300年前）
- --r----

じう七ん

縄文時代の土器の出土
1日石恕ガ発見されに巨の東力ら

卵こ/:Jけての斜面力らは、数え切

れないほど多くの郎又Bi'J代の土組

片や石郡 • そ舘片ガ只つ刀りまし

けれとも、 l主店の跡は2軒しカ
発見され可、なぜ大:Fの土窓や石
器ガ丘の斜面力ら見つ力るの力闘

味深い発見となりました。

（土宙や石黍ガ発見される地怒の

ことを辿物包含屈と-いまqcJ

狩りのだめの落とし穴
勁物を落と可ため1こ掘られた細
文時代の落とし穴を上力ら写した
ものです。 長径ガ約3m、短径ガ
約 1.8mの小判形をしており、深
さは約 1.4mぁりました。底にあ
る小さな三つの穴は、迂不（落と
し穴の底に埋め込まれた先ガとガ
つ7こ杭のような木で、勁物ガ落ち
たときに向を負わせ尼り、穴力ら
外へ出ようと助走弓るのを防いだ

りするだめのもの）を埋め込んだ
跡の穴でcfo迄木（さ力もぎ）
熊の穴虹蹄力らは20塁以上発見
されていま可。 （熊の穴追蹄）

縄文時代の土器と石器
神沢川の西にある大迫追跡では、

邸文時代の大規模なムラt.J発見さ
れていまgt.J、そのムラとは時期
の異なるムラt.JJ:: 横ほ辿蹄や熊の
穴迫跡で見つガりました。手前の
石蕊三点は、 磨製石斧と呼ばれる
もので、 建菜用の辺呉と考えられ
ています。 中央の大さな打製石斧
はi主店や落とし穴などを掘るだめ
の土木用具と老えられていますo
土甜Iお窯炊きや貯蔵のために使わ

れていたものと思われますo
CJ: 横俵虹跡）



古墳時代の調査（会ガら1700年-1300年前）
熊の穴遺跡の古墳群
丘の1頁J:部には旧石据時代の追跡、中腹部には凋文時代

の選跡、ふもとには古墳時代の己墳器ガ発見されましだ。

古墳は、大I」I合わせて13基溺歪されましだ。

熊の穴遺跡10号墳 熊の穴遺跡4号墳
墳丘の直径ガ約11mの小さな苗饒で癸詳ぢゃ苔釜内の喜i 古瑣程ガ作られだころには、 すでにこの地域にも長さを
尉もはすでに取り去られてあり、ありませんでしだ。赤城測る臣貞（ものさし）ガ入っていだらしく、闘且や石室の

山の自然石をほとんどそのまま利用して石室を作つていま可。大きさに一定の規格ガ見られま可。

,... -~------·,. —ヰ. -=-・--・-'..--~~~、,.-

J::横俵遺跡13号墳
古墳群の中で最も大きく、 墳丘の直径は約30mありまし

いし h公~

だ。石室の前はコの字形の石坦状にきれいに作られてあり

ほうむられだ人をまつるための広場になつていましだ。



小さな古墳ガできるまで（調査の逆の順で想像復原してみましだ）
① 

④ 

② 中央部を少し忘くして穴の底をつきガだめる。 R 
設計のとありに第1石を並べる。一番奥には大きな石

を醤く。

石室への逸り追や石室の床にl」名を敷きつめる。

◎ 天井石を乗せる。 （この己墳の天井石は取り去られて◎

いてありませんでしだ。）

最初に掘つだ穴の土を石室にかぶせる。

設計どありに娯fi:の回りに堀を掘る。

安定可るように石と石の間に小石を入れながら石室の

内詞ガそろうように第2石、第3石とi貢み上げる。

この作業と同時に裏込め（石室の外i則がく弓’れないよ

うに土や石を入れること）をする。

堀の土を内詞に盛り上げ墳丘をきれいに仕上げる。
<!4てい

前庭（死者をまつるだめの石室前の広場）をきれいに

仕上げる。

死者と副葬品を石室に入れ、入口部を石でふさぐ。



蘊輯と土器
はにわ

人物の埴輪
上横俵己墳群5号l員で発見されま

しだ。首ガら下の部分は残念なガら

ありませんでしだが頭部は良く残

つていて髪の毛の形や表椙ガ良く分

ガります。左手の形や全体の様子力

ら剣をもつている男子の像と思われ

ま百。

馬の睡輪
同じく5号墳力ら発見されましだ。

昴ガら尾までの長さは約80anありま
す。背中には綬、口の部分には争禍

やくつわ（馬の口につけ手網をつけ

るための造具）ガ表現されています。

まだ尾部には鈴ガつけられています。

えんとう

円筒埴輪
人物埴綸や馬の埴舗は姿を形どつ

,,, し"
て作られているので形象姐綸と呼ば

れています。それに対し墳巨の周囲

に並べられだ筒の形をしだ埴綸は円

筒埴網と暉ばれてい忠す。

現在の世界と死者の住む世界を区

別するだめの廃界として並べられだ

ものと考えられていまg。

古墳に置かれだ土器
上横俵古墳群の中で一番百い古墳

鳴籠歯＝回りに堀を掘るガ内側へ

は土を盛り上げない形の墓）と思わ

れる8号l員ガら発見されだ土飾縣素

磋きの土招）です。後列の左石の土

舘の底には焼き上げる前に開けられ

だ丸い穴ガありま可。このような土

拐ガ発貝される古墳は古い時期の古

l員と考えられていま可。

石室の中に置ガれだ土器(1)
上横俵追跡の己墳ガら発見されだ

郷麟（ろくろで作られ蓋黛で干度

以上の湿度で焼ガれた灰色の硬い土

蕗）です。須患舘の焼き万は巳本狂
と••>ヽ•

特のものではなく、朝鮮力らの渡来

欠によってもたらされだもので、土

師毬し力知らなガつだ人々にとって

貴重な品物であったらしく、古項の

副葬品として広く使われました。

石室の中に置力‘れだ土器(2)
2の横凪（水筒）以外はすべて上

横俵辺跡4号i員の石室内力ら発見さ
たかつさ

れだ副葬品の須恵婆です。 7は高坪

（そなえ物を乗せる土舘） 1. 3. 

6は樋瓶（けいだい用の水箇） 4は

革蔽（水差し） 5は畏嶺砂（水差し）

と言われるものです。死後の世界で

も水や食料に困らないようにと願つ

~ · て図力れだのガも知れません。



ふく そうひん

副葬品（ほうむられだ人と一緒に置ガれだ品々）

さんがb じ ;Jh,

金景（耳猥）
っ.. 

上横俵迎跡4号墳ガら3対(6個
＝写頁の上段） 11号I員ガら1対 (2

個） 13号J員力ら2対 (4個）発貝さ

れましだ。 1人に1対と考えるとほ

うむられだ人の数が想像できます。
とうくつ

4号l員は盗掘（墓どろほう）にあわ

な力つだので時間的な差はありま百

ガ、 3人ほうむられだものと思われ

ま可~゜

さつこ也

切子玉とビーズ玉
切子玉とは普達六角芍いを二つ合

わせて両万の先を切り、穴を開けだ

主に；薗蓋を材料としだ玉のことで、

首飾りとして利用されましだ。刀ラ

スガ百でにこの地殴までi云わってい

だことや、それらに穴を開ける難し

い技術ももつていだことガ分ガりま

す。ピーズ玉と組ませて想像裳原し

てみましだ。 （上横俵4号墳）

た 5 5ぷくとう

太刀（直刀）
上横俵辺跡の古墳程ガらは4号頃,,, 
で2振（写真上の2本） 11号墳で1

振（写真一番下）の太刀（鉄裂の真

つすぐな刀）ガ見つガりましだ。一

番長いもので刃先ガ約90an、ほ刀の
ものは刃先ガ約70cmほどありました。

畏い太刀にはつばガついており、 X

線撮影の結果銀で師りのもようガつ

けられていることガ分ガりましだ。
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勾玉とガラス玉
..t横俵潤跡の4号隕ガらは金懐 ．

切子玉 • ピーズ玉などの副葬呂ガだ

くさん貝つ力つています。めのうで

作られた6固の勾玉や30個のガラス
玉も同じく4号l員ガら見つガつだも

のです。勾玉は日本にしかない形の

玉で、 その歴史は百＜、巽文時代1こ

までさ刀のぼります。ガラス玉と組

ませて想像櫻原してみましだ。

ビーズ玉
上横俵迎跡の13号隕ガら発貝され
ましだ。天井石はすでに取り去られ

石室内も盗掘にあっていて小さくて

取り残されだピ＿ズ玉とさびだだ<

さんの鉄のやじり • 金瑕2対ガ残さ

れていただけで副葬呂はほとんどあ

りませんでしだ。コバルトフルーの

ガラスで作られており、首飾りとし

て使われていたものと思われま可。

副葬品の発見
4号墳の石室内部乗詞の様子で、

太刀とその先に鳥貞（くつわ）その

石に須恵蕗の高坪まだその石に提瓶

（水筒）太刀のもにも提瓶があるの

ガ分ガりま可。も上に写つている大

きな石は天井石で、この石ガ落ちて

いだだめに盗掘1こ会わずこ芍んだも

のと思われま可。この石の北側ガら

玉類 • 金環ガ貝つガりました。



古墳の形いろいろ （この図からは大きさの比較はできません）

ぜんぼうこうほうふん

前方後方墳

八幡山古墳

ほたてガいしさこふIv

帆立貝式古墳 芸ロ 溢
垣

四角と四角を組み合わせた

形の古墳。

市内にある古撰の中でも百

墳ガ作られ始めだころの古い

百墳と考えられます。

八幡山古閥（朝倉町）⑲

四角と円形を組み合わせだ

形の古頃。その地城にあける

豪族の長の翌とする説ガ強い

己墳で可。

天川二子山古墳（文京町）⑲

総社二子山己墳（総社町）＠

前二子古墳 （西大室町）⑮

中二子古墳 （西大室町）＠

後二子己隕 （西大室町）⑲

＠）国指定史跡 R市指定史跡

円形の墳丘に小さな四角形

の張り出しをつけだ形の古牒。

亀塚山古墳 （山王町）R

内堀M-1号墳（西大室町）

大きさは数十mのものガら

数mのものまでとさまざまで

市内に 750基以上あつだとさ

れる古墳のほとんどはfil¥貴で

しだ。

新田塚百填

塩原塚古墳

経塚古墳

（上泉町）⑮

（田口町）R

環吾町）⑮

平面ガ四角形でピラミッド

のような形をしている古隕で

す。百l員時代の後期ガら終末

期につくられましだ。

宝塔山百隕 （総社町）⑲

蛇穴山己墳 （総社町）⑲

愛宕山古墳 （総社町）
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